
帰国後、ワーキング・ホリデーに出かけることが決まり、ユースホ
ステルの会員登録のために地元・神戸の百貨店を訪れた尼崎さん。
受付の女性のおせっかいが、人生を大きく変えることになる。「『あ
んた、いつまでプラプラしてんの？』と、ユースホステル新聞に掲
載されていたスタッフの求人を見せられて応募することに（笑）。こ
れもきっと、運命だったのかな」。

尼崎さんと平澤さんがタッグを組んで運営する札幌国際ユースホス
テルは、国内のユースホステルの中でもトップクラスのクオリティ
を誇る施設だ。ユースホステルとしては珍しく、客室タイプはツイ
ンがメイン。個室でゆっくり過ごしたいという利用者に支持されて
いる。「最寄りの学園前駅から、市街地にすぐにアクセスできるのも
この施設ならでは。これだけ交通の便が良いにもかかわらず、周辺
はとても静かな環境なのは大きな魅力だと思います」（平澤さん）。
「国際」を名乗るユースホステルとして、さまざまな国や地域の人々
が集える環境をつくり、札幌の良さを伝えていきたいという2人。
宿としてのハード面はもちろん、ソフト面もさらに充実させるため、
ロビーの共有スペースをつながりの場にしていくと口をそろえる。
「オブジェのようなものを置いたりして、自然と人が集まるふれあい
の場所にしていきたいですね。そこでいろんなコミュニケーション
が生まれたら嬉しいです」と尼崎さん。平澤さんも「誰もが居心地の
いい空間になったらいいですね。団体さんも、個人利用の方も、双
方が楽しく利用できるように努めます」と応じる。それぞれが旅を通
して得た人とのつながりを大切にしてきたからこそ、思いを共有で
きるのだろう。
最後に、2人に今後の展望を聞いてみた。尼崎さんは「これから工夫
しながら『札幌国際らしさ』をつくっていければと思います。そして
マラソンが趣味なので、北海道マラソンにお客さまと一緒に出場し
て、ゴールを駆け抜けるのが当面の夢です」と笑顔。「尼崎さんとは
なんだか気が合うんです。どんどん個性的なこと、おもしろいこと
に一緒にチャレンジしていきたいですね」と平澤さんも微笑む。新し
いスタートを切った札幌国際ユースホステルに、ぜひ注目してほし
い。

札幌は明治初年から開拓が始まり、北の大地をけん引する存在とし
て成長してきた。街は碁盤の目のように整備され、大通公園や中島
公園など緑も豊か。札幌市時計台、北海道庁旧本庁舎など、近代の
建築物が歴史を今に伝えている。
民間調査会社・ブランド総合研究所が毎年発表している「市区町村 
魅力度ランキング」では、2022年度に2年連続8度目の1位を獲得。
「さっぽろ雪まつり」「YOSAKOIソーラン祭り」などのイベントが毎
年開催されるほか、レジャースポットも数多く、国内はもとより海
外からも観光客が訪れる。道産の新鮮な魚介を使った料理やスープ
カレー、ジンギスカンにラーメンなど、グルメを堪能するなら歓楽
街「すすきの」。四季折々の自然に触れるハイキングなら「藻岩山」。
ちょっと足を伸ばして、ニセコなどのスキー場、石狩浜といった海
水浴場を訪れるのもいいかもしれない。
今回訪れたのは、札幌の中心市街地からほど近い、豊平区に位置す
る札幌国際ユースホステル。2000年にオープンした鉄筋4階建ての
施設には、男女別の相部屋はもちろん、シングルやツイン、家族室
など多様なタイプの部屋がある。地下鉄の最寄り駅から徒歩2分と
交通の便が良く、無料の駐車場も利用OK。旅行のほか、出張や研修、
合宿などで訪れる人も多い。
20年あまりの歴史を紡いできたこのユースホステルの運営に、今年
春から携わっているのが、所長の尼崎康文さんと、マネージャーの
平澤秀和さん。温かく包み込むような笑顔でホステラーを迎えてい
る。ホスピタリティあふれるこの2人がこれまでどのように旅と関
わってきたか、そしてこれからどんなユースホステルを目指してい
くかなどについて語ってもらった。

自動車整備士として働いていた平澤さんに転機が訪れたのは、30歳
のときだった。「大学卒業後ずっと工場で仕事する中で、いろんなと
ころに行って、いろんな人に会って話をしたいと強く思うようにな
りました。『今行かないと』と思い立って、ワーキング・ホリデープ
ログラムに参加してカナダへ向かったんです」。
ガイドサービスを提供する会社でビデオカメラマンとして働いたり、
レストランのキッチンヘルパーをしたりと、現地で充実した1年間
を過ごした後、長距離バス「グレイハウンド」の周遊券を購入した。
「バンクーバーを起点に、バスでカナダを一周しました。車窓からオー
ロラを眺めたり、トロントに近づくにつれてフランス語の話者が増
えていくのを体感したり…。夜行便では夜中に急にバスが止まり、
乗り換えさせられるハプニングもありました（笑）。あの時だからで
きた、忘れられない旅でした」。
さまざまな人と出会い、旅に魅せられた平澤さん。帰国後は北海道
に戻り、添乗員として旅する人々をサポートし、やがてリゾートホ
テルに移ってフロントマンとして勤務した。5年ほど前からは、弟
が営む利尻島のゲストハウスを手伝うように。そこで感じたのは、
宿を通じた人と人との深いつながりだったという。
「宿に泊まったお客さま同士が仲良くなったり、その中に自分も混ぜ
てもらって話すことが多かったんです。ホテルではご案内をするだ
けだったお客さまと、もっと深く関わってつながれる楽しさに気づ
きました」。
そんな思いを叶える場所として平澤さんが選んだのが、札幌国際ユー
スホステルだった。

神戸出身の尼崎さんは、高校1年のとき、一人旅で初めて北海道に
足を踏み入れた。京都で大学生になってからは毎年訪れ、各地のユー
スホステルに滞在。「礼文島の桃岩荘ユースホステルでは、夜はみん
なで踊り、翌朝はスコトン岬から『愛とロマンの8時間コース』
30kmを助け合いながら完歩しました。旧・稚内モシリパユースホ
ステルでは、夏は宗谷岬を往復するママチャリレースで盛り上がり、
冬は施設の裏山に降った雪をかき氷にして食べたり…たくさんの思
い出ができました」。大学では「人力車友の会」に所属し、世界中から
訪れる観光客を乗せて京の街を案内。それらの体験を通して、人に
喜んでもらえる仕事をしたいという思いが芽生えていた。「自分が行
く旅はもちろん楽しい。そして、旅する人々を案内することで、自
分の街を再発見するおもしろさも知りました」。
新卒で入った旅行会社で待っていたのは、平日は営業、土日は添乗
という多忙な日々。多くの旅に携わるうちに、当時人気の「高級ホテ
ルに泊まって名所を駆け足で巡る」という旅行の在り方に違和感を
抱くようになった。そんな折、JICAの海外協力隊に応募した。「世
界遺産・アンコールワットの観光開発を進めるために、内戦が終結
したばかりのカンボジアで勤務しました。現地の人々と同じ目線で
語り合い、人間関係を築きながら、インバウンド旅行客誘致のため
の取り組みを進めました。そして、講座を開設してプログラムをつ
くり、現地の人々を日本語ガイドとして養成。ハードな2年間でし
たが、貴重な経験ができました」。

札幌駅から地下鉄で6分。交通至便な都会派ユースホステル

札幌国際ユースホステル

〒062-0906 札幌市豊平区豊平6条6丁目5-35　
電話 : 011-825-3120　
URL: https://sapporokokusai.com/

新千歳空港から鉄道・バスで約1時間、札幌中心部
にほど近い場所にあるユースホステル。徒歩2分
の最寄り駅・札幌市営地下鉄東豊線「学園前」を利
用して、歓楽街・すすきのや大通、札幌駅まで10分
以内で行ける好立地だ。札幌ドームなどで開催さ
れるイベントへの参加やスポーツ観戦、観光の拠
点として利用できる。

札幌国際ユースホステル

旅に魅せられた２人がつくる
集い、つながる宿

Youth Hostel Pick up
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文化が薫る、緑も豊かな北の都・札幌

宿で人がつながる楽しさに気づき、
ユースホステルへ

国内外からのゲストを迎えるフロントは北海道観光の起終点。
札幌に限らず、北海道内の観光情報が集まる。

3名～5名用のお部屋は家族での利用にも。
シングルやツイン、和室のお部屋もあって使い方の幅が広がる。

大浴場は午後3時から翌朝8時まで入浴可。酪農盛んな北海道。
風呂上がりにはぜひ腰に手をあて牛乳を。

今にも走り出しそうなマネージャーの尼崎康文さん（左）と平澤秀和さん（右）。
北海道の拠点を２人で盛り上げる。
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きるのだろう。
最後に、2人に今後の展望を聞いてみた。尼崎さんは「これから工夫
しながら『札幌国際らしさ』をつくっていければと思います。そして
マラソンが趣味なので、北海道マラソンにお客さまと一緒に出場し
て、ゴールを駆け抜けるのが当面の夢です」と笑顔。「尼崎さんとは
なんだか気が合うんです。どんどん個性的なこと、おもしろいこと
に一緒にチャレンジしていきたいですね」と平澤さんも微笑む。新し
いスタートを切った札幌国際ユースホステルに、ぜひ注目してほし
い。

近くには会議室や体育館のある施設も。
観光だけでなく研修や合宿にも便利なユースホステルだ。

札幌は明治初年から開拓が始まり、北の大地をけん引する存在とし
て成長してきた。街は碁盤の目のように整備され、大通公園や中島
公園など緑も豊か。札幌市時計台、北海道庁旧本庁舎など、近代の
建築物が歴史を今に伝えている。
民間調査会社・ブランド総合研究所が毎年発表している「市区町村 
魅力度ランキング」では、2022年度に2年連続8度目の1位を獲得。
「さっぽろ雪まつり」「YOSAKOIソーラン祭り」などのイベントが毎
年開催されるほか、レジャースポットも数多く、国内はもとより海
外からも観光客が訪れる。道産の新鮮な魚介を使った料理やスープ
カレー、ジンギスカンにラーメンなど、グルメを堪能するなら歓楽
街「すすきの」。四季折々の自然に触れるハイキングなら「藻岩山」。
ちょっと足を伸ばして、ニセコなどのスキー場、石狩浜といった海
水浴場を訪れるのもいいかもしれない。
今回訪れたのは、札幌の中心市街地からほど近い、豊平区に位置す
る札幌国際ユースホステル。2000年にオープンした鉄筋4階建ての
施設には、男女別の相部屋はもちろん、シングルやツイン、家族室
など多様なタイプの部屋がある。地下鉄の最寄り駅から徒歩2分と
交通の便が良く、無料の駐車場も利用OK。旅行のほか、出張や研修、
合宿などで訪れる人も多い。
20年あまりの歴史を紡いできたこのユースホステルの運営に、今年
春から携わっているのが、所長の尼崎康文さんと、マネージャーの
平澤秀和さん。温かく包み込むような笑顔でホステラーを迎えてい
る。ホスピタリティあふれるこの2人がこれまでどのように旅と関
わってきたか、そしてこれからどんなユースホステルを目指してい
くかなどについて語ってもらった。

自動車整備士として働いていた平澤さんに転機が訪れたのは、30歳
のときだった。「大学卒業後ずっと工場で仕事する中で、いろんなと
ころに行って、いろんな人に会って話をしたいと強く思うようにな
りました。『今行かないと』と思い立って、ワーキング・ホリデープ
ログラムに参加してカナダへ向かったんです」。
ガイドサービスを提供する会社でビデオカメラマンとして働いたり、
レストランのキッチンヘルパーをしたりと、現地で充実した1年間
を過ごした後、長距離バス「グレイハウンド」の周遊券を購入した。
「バンクーバーを起点に、バスでカナダを一周しました。車窓からオー
ロラを眺めたり、トロントに近づくにつれてフランス語の話者が増
えていくのを体感したり…。夜行便では夜中に急にバスが止まり、
乗り換えさせられるハプニングもありました（笑）。あの時だからで
きた、忘れられない旅でした」。
さまざまな人と出会い、旅に魅せられた平澤さん。帰国後は北海道
に戻り、添乗員として旅する人々をサポートし、やがてリゾートホ
テルに移ってフロントマンとして勤務した。5年ほど前からは、弟
が営む利尻島のゲストハウスを手伝うように。そこで感じたのは、
宿を通じた人と人との深いつながりだったという。
「宿に泊まったお客さま同士が仲良くなったり、その中に自分も混ぜ
てもらって話すことが多かったんです。ホテルではご案内をするだ
けだったお客さまと、もっと深く関わってつながれる楽しさに気づ
きました」。
そんな思いを叶える場所として平澤さんが選んだのが、札幌国際ユー
スホステルだった。

神戸出身の尼崎さんは、高校1年のとき、一人旅で初めて北海道に
足を踏み入れた。京都で大学生になってからは毎年訪れ、各地のユー
スホステルに滞在。「礼文島の桃岩荘ユースホステルでは、夜はみん
なで踊り、翌朝はスコトン岬から『愛とロマンの8時間コース』
30kmを助け合いながら完歩しました。旧・稚内モシリパユースホ
ステルでは、夏は宗谷岬を往復するママチャリレースで盛り上がり、
冬は施設の裏山に降った雪をかき氷にして食べたり…たくさんの思
い出ができました」。大学では「人力車友の会」に所属し、世界中から
訪れる観光客を乗せて京の街を案内。それらの体験を通して、人に
喜んでもらえる仕事をしたいという思いが芽生えていた。「自分が行
く旅はもちろん楽しい。そして、旅する人々を案内することで、自
分の街を再発見するおもしろさも知りました」。
新卒で入った旅行会社で待っていたのは、平日は営業、土日は添乗
という多忙な日々。多くの旅に携わるうちに、当時人気の「高級ホテ
ルに泊まって名所を駆け足で巡る」という旅行の在り方に違和感を
抱くようになった。そんな折、JICAの海外協力隊に応募した。「世
界遺産・アンコールワットの観光開発を進めるために、内戦が終結
したばかりのカンボジアで勤務しました。現地の人々と同じ目線で
語り合い、人間関係を築きながら、インバウンド旅行客誘致のため
の取り組みを進めました。そして、講座を開設してプログラムをつ
くり、現地の人々を日本語ガイドとして養成。ハードな2年間でし
たが、貴重な経験ができました」。

若き日の北海道への旅と、
京都での人力車夫の経験が原点に

人気の和室は8畳と12畳の2タイプ。
小さいお子様連れのご家族や外国人観光客にも好評だ。

食堂やラウンジといった共有スペースは憩いの場。
泊まり合わせたゲスト同士が談笑する光景も珍しくない。

新たな交流が生まれる
ユースホステルを目指して
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なで踊り、翌朝はスコトン岬から『愛とロマンの8時間コース』
30kmを助け合いながら完歩しました。旧・稚内モシリパユースホ
ステルでは、夏は宗谷岬を往復するママチャリレースで盛り上がり、
冬は施設の裏山に降った雪をかき氷にして食べたり…たくさんの思
い出ができました」。大学では「人力車友の会」に所属し、世界中から
訪れる観光客を乗せて京の街を案内。それらの体験を通して、人に
喜んでもらえる仕事をしたいという思いが芽生えていた。「自分が行
く旅はもちろん楽しい。そして、旅する人々を案内することで、自
分の街を再発見するおもしろさも知りました」。
新卒で入った旅行会社で待っていたのは、平日は営業、土日は添乗
という多忙な日々。多くの旅に携わるうちに、当時人気の「高級ホテ
ルに泊まって名所を駆け足で巡る」という旅行の在り方に違和感を
抱くようになった。そんな折、JICAの海外協力隊に応募した。「世
界遺産・アンコールワットの観光開発を進めるために、内戦が終結
したばかりのカンボジアで勤務しました。現地の人々と同じ目線で
語り合い、人間関係を築きながら、インバウンド旅行客誘致のため
の取り組みを進めました。そして、講座を開設してプログラムをつ
くり、現地の人々を日本語ガイドとして養成。ハードな2年間でし
たが、貴重な経験ができました」。

「どなたにとっても最高にお
いしいコーヒー」の提供を目
指す、札幌発祥のコーヒー
チェーン。豊平店は、札幌軟石
の蔵を使った趣ある建物が特
徴だ。コーヒーの豊かな香り
に包まれながら、非日常を味
わおう。

宮越屋珈琲 豊平店

札幌市豊平区
豊平4条5丁目1-15
TEL:011-841-0024

A

北海道民に愛される回転寿し
チェーンといえば「トリト
ン」。ネタの品質には定評があ
り、道産の魚介を新鮮なまま
味わえる。素材を生かしなが
ら、職人が一手間加えた極上
の一貫を、活気ある店内で堪
能してほしい。

回転寿しトリトン豊平店

札幌市豊平区
豊平4条6丁目1-10
TEL:011-817-7788

B

2012年にオープンした、通年
型のカーリング専用施設。競
技レーンの室温は5℃に保た
れ、さまざまな大会が開催さ
れている。「カーリング体験」
（有料）は初心者でも参加可能
なので、旅の思い出にぜひ挑
戦してみたい。

どうぎんカーリングスタジアム

札幌市豊平区
月寒東1条9丁目
TEL:011-853-4572

C

北海道農業専門学校を運営す
る八紘学園の直売所。地元の
農家や卒業生が育てた旬の野
菜・畜産物などを販売してい
る。牛乳やソフトクリームな
ど乳製品の販売は休止してい
たが、2023年春以降、順次再
開予定だ。

八紘学園農産物直売所

札幌市豊平区
月寒東2条13丁目1-12
TEL:011-852-8081

D

日本最北の全天候型ドーム。
スポーツ、コンサート、展示会
など多彩なイベントが開催さ
れるほか、地上約53mの展望
台など館内施設も充実してい
る。普段入れないドームの裏
側に迫る「ドームツアー」（不
定期）もおすすめだ。

札幌ドーム

札幌市豊平区
羊ケ丘1番地
TEL:011-850-1000（代表）

E

1906年「農商務省月寒種牛牧
場」として開拓された羊ケ丘。
石狩平野を一望し、北海道な
らではの牧歌的な風景を楽し
める。シンボルであるクラー
ク博士像は2023年春にリ
ニューアルされたばかり。ぜ
ひ写真に収めよう。

さっぽろ羊ヶ丘展望台

札幌市豊平区
羊ケ丘1番地
TEL:011-851-3080

F

札幌市豊平区ってこんなところ！
札幌市豊平区は、札幌市の南東部に位置してい

る。農業や牧畜で栄えた「豊平町」が、1961年

に札幌市と合併。1972年には札幌市が政令指

定都市となり、「豊平区」が誕生した。豊平川

を挟んで中央区に隣接し、さっぽろ大通・すす

きのなど札幌の中心市街地へのアクセスが良

く、札幌観光の拠点にふさわしい立地。一方で、

羊ヶ丘などの丘陵、月寒川などの河川に囲まれ

た自然豊かなエリアなので、喧騒から離れて

ほっと安らげる。

札幌おすすめ S P O T

ペアご宿泊券(1泊２日)1名様にプレゼント！
ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの専用お申し込みフォームから！ ※当選者にはご応募時にご登録いただいた

メールアドレス宛にご連絡いたします。
＠jyh.or.jpからのメールが受信できるように
設定をお願いいたします。

抽選で読者
プレゼント

h t t p : / /www . j y h . o r . j p / hm 応募〆切：2023年8月末日
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こどもはおとなに。

おとなはこどもに、

なれる場所。

日本ユースホステル協会は日本国内にユースホステルを設置・運営すると
共に、国際ユースホステル連盟（Hostelling International）や各国のユース
ホステル協会と協調し、知見を広める「旅」を促進する活動を行っています。

※本誌の情報は2023年6月20日現在のものです。変更になる場合がありますので、お出かけの前に現地にお確かめください。
発行所 一般財団法人日本ユースホステル協会　編集・発行人 寺島 眞

TEL.（03）5738-0546　〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1国立オリンピック記念青少年総合センター内
※本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
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知花くらら
窓の数だけある
人々の「暮らし」を見つめて

Youth Hostel Pick up
札幌国際ユースホステル
旅に魅せられた２人がつくる
集い、つながる宿

Hostelling Magazine
× 地球の歩き方
中世の景色が残る魔法の国
チェコ

おしえて！旅GIRL

Hostelling Magazine vol.33
まとめてダウンロード

PLAtZ

松鳥むうの
晴れときどき旅びより

YH-GUIDE 
ユースホステルガイド
北海道/東北地方
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